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は
じ
め
に
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1
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ

I
ヴ
諸
条
約
の

1
九
七
七
年
追
加
議
定
番

(第

1
議
定
畜
及
び
第
二
議
定
書
)
の
締
結
に
つ
い
て
二
〇
〇
四
年
･

(平
成

一
六
年
)
五
月
二
十
日
に
衆
議
院
本
会
議
に
お
い
て
承
認
さ
れ
'
次
い
で
'
同
年
六
月
十
四
日
に
参
議
院
本
会
議
で
承
認
さ
れ
て
､

(-
)

わ
が
国
の
両
議
定
番
へ
の
加
入
が
決
定
し
た
｡
こ
れ
ら
の
議
定
苔
が

一
九
七
七
年
に
作
成
さ
れ
て
か
ら
す
で
に
二
七
年
が
経
過
し
て
お

り
'
い
さ
さ
か
遅
い
感
は
否
め
な
い
が
'
し
か
し
､
国
際
人
道
法
に
つ
い
て
の
法
整
備
が
長
ら
く
タ
ブ

I
祝
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
考
え

れ
ば
､
日
本
の
国
際
人
道
法
の
発
展
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
出
来
事
で
あ
る
｡
本
稿
は
､
こ
の
日
本
の
追
加
識
定
番
加
入
に
至
る

経
緯
を
振
り
返
り
'
そ
し
て
日
本
の
加
入
に
つ
い
て
の
問
題
点
の
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
｡

(-
)
な
お
'
雨
講
定
番
の
加
入
宙
の
寄
託
は
平
成
十
六
年
八
月
三
一
日
で
あ
り
'
平
成
十
七
年
二
月
二
八
日
に
日
本
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
こ
と

と
な
る
｡
(｢外
務
省
告
示
第
五
七
九
号
'
第
五
八
〇
号
｣
『官
報

(号
外
)』
平
成
十
六
年
九
月
三
日
六
六
頁
)

第
1
節

国
会
承
認
に
至
る
ま
で
の
日
本
の
状
況

①

追
加
議
定
書
成
立
ま
で

日
本
は

1
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ

-
ヴ
四
条
約
に

1
九
五
三
年

1
0
月
に
加
入
し
て
い
る
.
こ
れ
は

｢日
本
国
と
の
平
和
条
約
｣
に
関
す

る
宜
音
第

2
項

(｢日
本
国
政
府
は
'
実
行
可
能
な
最
短
期
間
内
に
'
且
つ
､
平
和
条
約
の
損
初
の
効
力
発
生
の
後

1
年
以
内
に
､
次
の
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（
１
）

国
際
文
書
に
正
式
に
加
入
す
る
意
思
を
有
す
る
。
」
）
⑨
（
一
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
四
条
約
）
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
加

（
２
）

入
の
国
〈
玄
承
認
は
、
事
後
承
認
で
あ
っ
た
。
そ
の
国
会
審
議
に
お
い
て
は
、
朝
鮮
戦
争
に
お
け
る
捕
虜
の
扱
い
や
ソ
連
に
お
け
る
日
本

（
３
）

人
抑
留
者
、
そ
し
て
各
地
に
戦
犯
と
し
て
残
留
し
て
い
る
日
本
人
の
問
題
が
多
く
の
部
分
を
占
め
た
。
答
弁
の
中
で
は
「
す
で
に
わ
が

国
は
戦
争
放
棄
を
決
定
し
て
あ
る
と
こ
ろ
の
憲
法
が
制
定
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
憲
法
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
日
本
が
、

な
ぜ
こ
の
戦
争
犠
牲
者
の
保
謹
に
関
す
る
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
に
加
入
を
な
さ
れ
た
か
、
そ
の
理
由
を
承
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
の
質

問
も
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
「
こ
の
条
約
は
、
こ
れ
に
加
入
す
る
国
が
戦
争
に
加
わ
る
と
か
加
わ
ら
な
い
と
か
い
う
こ
と
を
離
れ
て
、
こ

れ
は
人
道
的
な
見
地
か
ら
、
中
立
国
の
人
の
地
位
も
生
命
も
保
讃
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
戦
争
に
よ
る
惨
禍
を
で
き
る
だ
け
少
く
し

よ
う
と
い
う
趣
旨
に
出
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
戦
争
で
な
く
と
も
、
内
乱
が
あ
っ
た
よ
う
な
場
合
に
も
適
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て

（
４
）

お
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
日
本
の
戦
争
放
棄
と
こ
の
条
約
と
の
関
係
は
、
矛
盾
は
な
い
も
の
と
思
い
ま
す
。
」
と
答
え
ら
れ
た
が
、
こ
の

問
題
に
関
し
て
掘
り
下
げ
た
論
議
は
な
か
っ
た
。
他
国
の
問
題
（
朝
鮮
戦
争
に
お
け
る
捕
虜
の
扱
い
）
や
過
去
の
戦
争
か
ら
生
じ
て
い

る
問
題
（
ソ
連
に
お
け
る
日
本
人
抑
留
者
、
各
地
に
戦
犯
と
し
て
残
留
し
て
い
る
日
本
人
の
問
題
）
に
は
関
心
が
あ
っ
て
も
、
日
本
国

の
将
来
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
意
識
は
、
非
常
に
希
薄
で
あ
っ
た
。

一
般
的
に
、
第
二
次
大
戦
後
暫
く
の
間
、
戦
争
の
違
法
化
そ
し
て
国
運
の
集
団
安
全
保
障
体
制
へ
の
期
待
な
ど
か
ら
、
戦
争
法
の
整

備
そ
し
て
研
究
に
は
あ
ま
り
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
な
か
っ
た
。
国
際
連
合
国
際
法
委
員
会
が
法
典
化
の
テ
ー
マ
と
し
て
戦
争
法
を
含
め

（Ｐ⑥）

な
か
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
こ
と
を
一
示
す
一
例
で
あ
る
。
「
最
近
に
戦
争
が
禁
止
さ
れ
、
犯
罪
化
さ
れ
た
か
ら
、
法
律
的
に
は
、
戦
争
は
起

こ
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
戦
争
を
禁
止
し
た
諸
条
約
が
忠
実
に
守
ら
れ
た
な
ら
ば
、
戦
争
は
絶
対
に
起
こ
ら
な
い
。
国
際
法
は
条
約
が

忠
実
に
守
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
戦
争
も
起
こ
ら
な
い
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
戦
争
を
行
な
う
に
あ
た
っ
て
守
る
べ

き
法
規
を
定
め
る
こ
と
は
、
理
論
的
に
矛
盾
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
法
規
は
、
戦
争
が
ま
だ
禁
止
さ
れ
な
い
前
に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ



琉大法学第７３号(2005） 246

（
６
）

る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
戦
争
が
す
で
に
禁
止
さ
れ
た
上
は
、
も
う
存
在
の
理
由
を
失
っ
た
も
の
と
い
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
」
と
の

説
が
日
本
の
代
表
的
研
究
者
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
も
し
た
。
加
え
て
わ
が
国
の
場
合
、
日
本
国
憲
法
の
徹
底
し
た
平
和
主
義
の
影
響
で
、

戦
争
・
武
力
紛
争
時
に
適
用
さ
れ
る
法
制
度
の
整
備
が
タ
ブ
ー
視
さ
れ
る
状
況
に
な
っ
た
。
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
加
入
後
、
条
約
実
施

の
た
め
に
必
要
な
国
内
法
の
整
備
が
十
分
に
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
川
口

順
子
外
務
大
臣
は
二
九
五
一
年
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
条
約
に
署
名
い
た
し
ま
し
た
と
き
に
、
こ
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
条
約
の
効

力
発
生
後
一
年
以
内
に
加
入
を
す
る
と
い
う
こ
と
を
宣
言
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
そ
れ
を
踏
ま
え
て
国
内
の
立
法
措
置
を
考
え

る
と
い
う
こ
と
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
実
施
の
た
め
に
必
要
な
国
内
立
法
措
置
、
こ
れ
の
大
部
分
が
い
わ
ゆ
る
有
事
法
制
に
属
す
る
と

い
う
判
断
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
ま
さ
に
必
要
と
判
断
を
さ
れ
る
と
き
に
整
備
を
す
べ
き
と
い
う
考
え
方
を
政
府
と
し
て
は
持
っ

て
い
た
と
い
う
こ
と
で
し
て
、
し
た
が
っ
て
、
国
内
法
整
備
が
必
ず
し
も
十
分
に
行
わ
れ
な
い
ま
ま
に
こ
れ
に
加
入
を
し
た
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
で
、
有
事
法
制
を
整
備
す
る
と
き
に
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
委
員
も
御
案
内
の
よ
う
な

戦
後
の
国
内
の
政
治
状
況
の
中
で
、
有
事
法
制
に
つ
い
て
、
そ
の
整
備
を
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
と
い
う
現
実
が
あ
っ
た
わ
け

（
７
）

で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
し
た
が
っ
て
、
十
分
に
整
備
を
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
。

よ
り
端
的
な
表
現
で
、
「
極
度
に
戦
争
を
忌
み
嫌
う
国
民
感
情
が
、
法
規
体
系
上
戦
争
法
規
の
範
ち
ゅ
う
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
ジ
ュ

（
８
）

ネ
ー
ヴ
条
約
の
実
施
上
多
少
の
障
害
を
な
し
て
い
る
」
「
冷
戦
下
に
於
い
て
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
四
条
約
の
国
内
実
施
法
令
が
所
謂
有
事
法
制
の

一
環
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
立
法
化
を
考
え
る
こ
と
自
体
が
輝
ら
れ
る
と
い
う
一
般
的
風
潮
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
諸
事
情
か
ら
、
国

（
９
）

内
法
制
の
整
備
が
先
送
り
に
さ
れ
た
」
な
ど
の
説
明
が
》
輌
者
に
よ
り
な
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
状
況
で
は
あ
っ
た
が
、
実
質
的
に
一
九
七
一
年
に
は
じ
ま
る
追
加
議
定
書
作
成
の
取
り
組
み
に
対
し
て
、
日
本
は
積

極
的
に
参
加
し
た
。
外
交
会
議
に
お
い
て
日
本
は
基
本
的
に
西
側
諸
国
の
一
員
と
し
て
行
動
し
て
お
り
、
日
本
代
表
団
が
会
議
を
リ
ー
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（
Ⅱ
）

ド
す
る
場
面
は
少
な
か
っ
た
が
、
国
際
事
実
調
査
委
員
会
の
制
度
の
導
入
に
お
い
て
は
日
本
が
大
い
に
貢
献
し
た
の
で
あ
る
。
但
し
、
後

で
述
べ
る
よ
う
に
、
一
九
七
七
年
に
作
成
さ
れ
た
二
つ
の
追
加
議
定
書
の
加
入
は
、
長
ら
く
見
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
追
加
議
定
書

作
成
の
外
交
会
議
に
お
け
る
日
本
政
府
の
取
り
組
み
は
、
国
内
の
政
治
状
況
か
ら
は
切
り
離
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
１
）
大
沼
保
昭
編
集
代
表
『
国
際
条
約
集
二
○
○
四
年
版
』
（
有
斐
閣
）
七
五
○
～
七
五
一
頁

（
２
）
事
後
承
認
と
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
「
平
和
条
約
の
規
定
の
中
に
、
日
本
は
、
こ
の
平
和
条
約
発
効
後
一
年
以
内
に
こ
れ
こ
れ
の
国
際
条
約
に
加

盟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
実
は
附
属
規
定
が
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
…
…
昭
和
二
十
八
年
の
四
月
二
十
八
日
ま
で
に
入
る
べ
く
国

会
の
御
承
認
を
求
め
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
事
前
御
承
認
を
求
め
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
不
幸
に
し
て
国
会
が
解
散
さ
れ
ま
し
て
、
し
た
が
っ

て
、
四
月
二
十
八
日
ま
で
に
承
認
を
得
る
見
込
み
が
な
く
な
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
の
結
果
、
憲
法
七
十
三
条
に
よ
る
事
後
承
認
と
い
う

方
法
に
よ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
（
第
三
九
回
国
会
参
議
院
外
務
委
員
会
会
議
録
七
号
昭
和
三
十
六
年
十
月
一
一
十
六

日
政
府
委
員
外
務
省
条
約
局
長
中
川
舷
）
（
ヨ
ロ
ミ
戸
・
房
昌
・
己
一
・
ｍ
。
。
」
叉
）
（
以
下
、
国
会
会
議
録
の
引
用
は
本
Ｈ
Ｐ
に
よ
る
）
。

（
３
）
第
一
六
回
国
会
衆
議
院
外
務
委
員
会
識
録
第
十
五
号
、
第
一
六
回
国
会
参
議
院
外
務
委
員
会
議
録
第
九
号

（
４
）
第
一
六
回
国
会
衆
殿
院
外
務
委
員
会
議
録
第
十
五
号

（
５
）
こ
の
問
題
の
国
際
法
委
員
会
で
の
議
識
に
つ
い
て
、
蔑
菖
田
○
（
民
Ｓ
●
．
『
蔦
ミ
昌
閃
ミ
ヨ
（
夛
玉
Ｆ
｛
エ
ミ
ロ
号
二
畠
堕
〔
三
一
Ｒ
ｂ
目
・
山
一
‐
い
〕
．

（
６
）
横
田
喜
三
郎
『
国
際
法
（
再
訂
版
）
』
（
有
斐
閣
全
書
）
（
昭
和
二
十
三
年
初
版
、
昭
和
六
十
一
年
再
訂
版
）
一
一
七
六
頁

（
７
）
第
一
五
九
回
国
会
衆
議
院
武
力
攻
撃
事
態
等
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
委
員
会
会
議
録
第
五
号

（
８
）
榎
本
璽
治
「
一
九
四
九
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
の
実
施
」
『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
第
六
○
巻
第
三
号
六
頁

（
９
）
谷
内
正
太
郎
「
日
本
に
於
け
る
国
際
条
約
の
実
施
」
『
国
際
法
外
交
雑
麓
』
第
一
○
○
巻
第
一
号
一
○
頁

円
Ｓ
‐
』
量
・
昌
一
・
参
照
。
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（
１
）

追
加
議
定
書
の
作
成
さ
れ
た
年
と
同
じ
一
九
七
七
年
（
昭
和
五
二
年
）
に
防
衛
庁
は
有
事
法
制
の
研
究
を
開
始
す
る
。
そ
の
研
究
の

対
象
は
「
自
衛
隊
法
第
七
六
条
の
規
定
に
よ
り
防
衛
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
る
と
い
う
事
態
に
お
い
て
自
衛
隊
が
そ
の
任
務
を
有
効
か
つ
円

（
２
）

渦
に
遂
行
す
る
上
で
の
法
制
上
の
諸
問
題
」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
昭
和
五
六
年
四
月
に
そ
の
研
究
の
中
間
的
な
ま
と
め
と
し
て
、
防

衛
庁
所
轄
の
法
令
を
第
一
分
類
、
他
省
庁
所
轄
の
法
令
を
第
一
一
分
類
、
所
轄
省
庁
が
明
確
で
な
い
事
項
に
関
す
る
法
令
を
第
一
一
一
分
類
と

（
３
）

し
、
第
一
分
類
に
つ
い
て
の
問
題
点
の
概
要
が
一
不
さ
れ
た
。
そ
の
後
昭
和
五
九
年
一
○
月
に
は
第
二
分
類
に
つ
い
て
の
問
題
点
の
概
要

（
６
）

が
示
さ
れ
た
。
し
か
し
、
第
一
二
分
類
に
含
め
ら
れ
た
「
人
道
に
関
す
る
国
際
条
約
（
い
わ
ゆ
る
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
四
条
約
）
の
国
内
法
制
」
に

つ
い
て
は
、
そ
の
後
長
く
放
臘
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

戦
争
法
関
係
の
条
約
と
し
て
は
、
一
九
八
二
年
に
わ
が
国
は
特
定
通
常
兵
器
使
用
禁
止
制
限
条
約
を
受
諾
し
て
い
る
。
こ
の
条
約
の

締
結
承
認
に
つ
い
て
の
国
会
審
議
に
お
い
て
、
こ
の
条
約
の
性
格
に
つ
い
て
「
伝
統
的
な
言
葉
で
言
え
ば
戦
時
国
際
法
の
一
部
を
な
し

（
５
）

ま
す
い
わ
ゆ
る
戦
闘
手
段
の
規
制
、
こ
う
い
う
性
格
を
持
っ
た
条
約
」
と
の
説
明
が
政
府
委
員
か
ら
な
さ
れ
て
い
た
が
、
「
国
連
の
軍
縮

（
６
）

総
会
に
お
い
で
に
な
る
総
理
大
臣
に
対
す
る
お
み
や
げ
だ
か
ら
早
く
通
せ
」
と
一
一
口
わ
れ
る
状
況
の
中
で
十
分
な
検
討
は
な
さ
れ
な
か
っ

た
。
さ
ら
に
、
同
時
に
国
会
で
締
結
承
認
さ
れ
た
生
物
毒
素
兵
器
禁
止
条
約
、
環
境
改
変
技
術
敵
対
的
使
用
禁
止
条
約
と
と
も
に
「
軍

（
７
）

縮
一
二
条
約
」
と
も
呼
ば
れ
、
戦
争
法
規
と
し
て
の
認
識
は
一
般
的
に
低
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
Ｕ
追
加
議
定
書
作
成
に
対
す
る
日
本
の
参
加
・
貢
献
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
樋
口
一
彦
「
国
際
人
適
法
に
関
す
る
一
九
七
七
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約

追
加
議
定
書
と
日
本
」
『
琉
大
法
学
』
第
五
一
号
参
照
。

②
追
加
議
定
書
成
立
以
後
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漸
く
一
九
九
九
年
に
な
っ
て
与
党
は
、
前
述
の
第
一
、
第
二
分
類
の
う
ち
、
「
早
急
に
整
備
す
る
も
の
と
し
て
合
意
が
得
ら
れ
る
事
項

に
つ
き
立
法
化
を
図
り
、
ま
た
、
当
面
立
法
化
の
対
象
と
な
ら
な
い
事
項
と
第
３
分
類
に
つ
い
て
も
、
今
後
、
所
要
の
法
整
備
を
行
う

（
８
）

こ
と
を
前
提
に
検
討
を
進
め
る
旨
合
意
し
た
。
」
そ
し
て
、
二
○
○
二
年
二
月
に
小
泉
総
理
は
、
国
会
の
施
政
方
針
演
説
で
、
政
府
と
し

（
９
）

て
具
体
的
な
法
整
備
を
進
め
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
有
事
法
制
の
整
備
に
本
格
的
に
乗
り
出
し
た
。
こ
う
し
て
、
わ
が
国
の
有
事
法

制
整
備
の
一
環
と
し
て
、
一
九
七
七
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
追
加
議
定
書
（
第
一
議
定
書
及
び
第
二
議
定
書
）
へ
の
加
入
が
実
現
す
る

こ
と
と
な
る
。

（
１
）
防
衛
庁
縄
『
日
本
の
防
衛
ｌ
防
衛
白
書
－
（
平
成
肪
年
版
巨
一
五
○
頁

（
２
）
防
衛
庁
編
『
防
衛
白
書
（
昭
和
団
年
版
〉
』
三
○
五
頁
（
資
料
ｐ
）

（
３
）
同
書
三
○
六
～
三
一
三
頁
（
資
料
、
）

（
４
）
同
書
一
一
二
一
一
一
～
三
二
一
一
頁
（
資
料
。
）

（
５
）
「
そ
れ
で
は
も
う
一
つ
、
過
度
に
傷
害
を
与
え
又
は
無
差
別
に
効
果
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
通
常
兵
器
の
使
用
の
禁
止
又
は
制
限
に

関
す
る
条
約
、
こ
こ
へ
進
み
た
い
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い
ま
ま
で
伺
っ
て
き
た
生
物
兵
器
と
か
あ
る
い
は
環
境
改
変
技
術
の
軍
事
使
用
と

い
う
も
の
と
ど
こ
か
質
的
に
私
違
う
よ
う
に
思
う
ん
で
す
ね
、
そ
の
辺
は
ど
う
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
何
と
い
う
ん
で
す
か
、
戦
争
法
規
み
た
い
な

感
じ
を
私
受
け
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
解
釈
は
余
り
に
も
何
と
い
う
か
、
極
端
過
ぎ
ま
す
で
し
ょ
う
か
．
」
と
の
木
島
則
夫
委
員
の
質
問

に
対
し
て
、
政
府
委
員
（
外
務
省
条
約
局
長
栗
山
尚
二
か
ら
「
た
だ
い
ま
の
木
島
先
生
の
御
指
摘
は
、
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。
こ
の
特
定
通
常
兵
器
の
使
用
の
禁
止
、
制
限
に
関
す
る
条
約
は
、
歴
史
的
に
申
し
上
げ
れ
ば
、
も
と
も
と
は
国
際
赤
十
字
が
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
を
と
っ
た
と
い
う
経
緯
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
れ
か
ら
国
際
赤
十
字
の
手
を
離
れ
ま
し
て
、
ス
イ
ス
政
府
が
主
宰
を
い
た
し
ま
し
た
国
際
人
道

法
の
再
確
潔
と
発
展
に
関
す
る
外
交
会
蟻
と
い
う
と
こ
ろ
で
．
こ
の
種
の
特
定
通
常
兵
器
の
使
用
の
制
限
、
禁
止
に
つ
い
て
条
約
を
つ
く
ろ
う
、
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（－）（２）
有
事
法
制
の
整
備
と
し
て
、
二
○
○
一
一
一
年
六
月
の
武
力
攻
撃
事
態
対
処
法
な
ど
の
一
一
一
法
の
成
立
に
続
い
て
、
二
○
○
四
年
の
第
一
五

九
回
国
会
に
お
い
て
武
力
攻
撃
事
態
対
処
法
制
関
連
法
と
し
て
の
七
法
案
と
一
一
一
条
約
あ
わ
せ
て
一
○
案
件
が
審
議
さ
れ
、
可
決
・
承
認

さ
れ
た
。
衆
参
両
議
院
の
委
員
会
及
び
本
会
議
の
審
議
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
一
○
案
件
が
一
括
し
て
議
題
と
さ
れ
た
。
討
議
に
お

い
て
は
七
法
案
及
び
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ａ
改
正
協
定
に
つ
い
て
一
部
の
政
党
か
ら
強
い
批
判
が
述
べ
ら
れ
た
が
、
両
追
加
議
定
書
に
つ
い
て
は
加

入
に
反
対
す
る
政
党
は
な
く
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

七
法
案
及
び
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ａ
改
正
協
定
に
反
対
し
た
主
要
政
党
は
社
会
民
主
党
と
日
本
共
産
党
で
あ
っ
た
。
両
者
の
反
対
理
由
は
共
通
す

第
２
節
加
入
承
認
に
つ
い
て
の
国
会
審
議

こ
う
い
う
動
き
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
し
か
し
な
が
ら
そ
こ
で
は
つ
い
に
合
意
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
さ
ら
に
国
連
の
場
に
討
議
が
移

り
ま
し
て
最
終
的
に
た
だ
い
ま
御
審
議
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
条
約
の
形
に
ま
と
ま
っ
た
と
い
う
の
が
経
緯
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
歴
史
的
に

見
れ
ば
、
木
島
先
生
御
指
摘
の
よ
う
に
、
伝
統
的
な
言
葉
で
言
え
ば
戦
時
国
際
法
の
一
部
を
な
し
ま
す
い
わ
ゆ
る
戦
闘
手
段
の
規
制
、
こ
う
い
う

性
格
を
持
っ
た
条
約
と
い
う
ふ
う
に
御
理
解
い
た
だ
い
て
よ
ろ
し
い
か
と
思
い
ま
す
。
」
と
の
回
答
が
な
さ
れ
て
い
る
（
第
九
十
六
回
国
会
参
議
院

外
務
委
員
会
会
議
録
第
十
一
号
一
四
頁
）
。

（
６
）
第
九
十
六
回
国
会
衆
議
院
外
務
委
員
会
議
録
第
十
七
号
三
頁
（
小
林
（
進
）
委
員
）

（
７
）
た
と
え
ば
筒
井
若
水
「
『
疑
わ
し
き
兵
器
』
の
法
的
基
礎
ｌ
最
繍
三
条
約
』
成
立
の
意
義
１
１
」
『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
七
七
六
号
（
一
九
八
二

年
一
○
月
一
五
日
）
七
六
～
七
八
頁

（
８
）
防
衛
庁
編
『
日
本
の
防
衛
－
防
衛
白
書
Ｉ
（
平
成
旧
年
版
臣
一
五
一
頁

（
９
）
平
成
十
四
年
二
月
四
日
第
一
五
四
回
国
会
衆
議
院
本
会
議
会
議
録
第
四
号
、
第
一
五
四
回
国
会
参
議
院
本
会
識
会
議
録
第
五
号



251日本の1977年ジュネーヴ諸条約追加議定書加入について(樋口一彦）

（
３
）

る
部
分
も
多
い
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
前
者
は
「
憲
法
の
諸
原
則
を
著
し
く
逸
脱
す
る
」
と
の
部
分
に
強
調
が
お
か
れ
た
の
に
対
し
、

（
４
）

後
者
は
こ
れ
ら
の
法
案
・
協
定
が
「
米
軍
の
戦
争
に
参
戦
、
協
力
す
る
体
制
を
つ
く
る
も
の
」
だ
と
い
う
こ
と
に
力
点
が
お
か
れ
た
。

社
会
民
主
党
の
主
張
は
、
現
行
憲
法
が
有
事
の
法
制
度
そ
の
も
の
を
否
定
し
て
お
り
、
内
容
の
如
何
を
問
わ
ず
す
べ
て
の
有
事
法
を
排

（
５
）

除
し
て
い
る
、
と
の
理
解
に
基
づ
く
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
ひ
と
つ
の
有
力
な
考
え
方
で
あ
る
が
、
こ
の
観
点
か
ら
す
る
と
ジ
ュ
ネ
ー

ヴ
諸
条
約
や
追
加
議
定
書
な
ど
も
排
除
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
「
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
追
加
議
定
書
の
締
結
に
関

す
る
二
条
約
に
つ
い
て
は
有
事
へ
の
対
応
を
前
提
に
他
の
八
案
件
と
一
括
し
て
審
議
さ
れ
る
こ
と
は
問
題
で
す
が
、
犠
牲
者
を
一
層

保
讃
す
る
こ
と
な
ど
、
国
際
人
適
法
の
的
確
な
実
施
を
図
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
我
が
党
が
か
ね
て
か
ら
加
入
を
主
張
し
て
き
た
も
の

（
６
）

で
あ
り
、
賛
成
す
る
も
の
で
す
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
前
節
で
見
た
よ
う
に
国
際
人
道
法
の
実
施
も
有
事
法
整
備
の
一
部
と
し

て
取
り
組
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
武
力
紛
争
時
に
適
用
さ
れ
る
法
制
度
と
し
て
本
質
的
に
有
事
法
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
な

ぜ
両
議
定
書
の
み
を
別
に
扱
う
の
か
に
つ
い
て
の
十
分
な
説
明
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

次
に
、
今
回
の
有
事
法
制
の
整
備
は
、
有
事
を
想
定
し
た
法
整
備
を
行
う
と
い
う
本
来
の
意
味
の
有
事
法
制
と
同
時
に
、
有
事
の
際

に
米
軍
と
の
協
力
体
制
を
確
保
す
る
と
い
う
側
面
を
有
し
て
い
る
。
国
会
審
議
に
お
い
て
主
た
る
批
判
の
対
象
は
こ
の
点
に
向
け
ら
れ

て
い
た
。
わ
が
国
の
安
全
保
障
の
あ
り
方
と
し
て
ど
の
よ
う
な
方
法
を
用
い
る
か
は
政
策
的
な
問
題
で
あ
る
。
米
国
と
の
同
盟
政
策
の

是
非
こ
そ
が
こ
の
問
題
の
核
心
で
あ
り
、
有
事
の
際
の
協
力
体
制
の
確
保
の
た
め
の
法
整
備
は
そ
の
手
段
に
過
ぎ
な
い
。
筆
者
は
米
国

に
依
存
す
る
日
本
の
外
交
防
衛
政
策
に
疑
問
を
持
つ
け
れ
ど
も
、
本
稿
で
は
こ
の
日
本
の
安
全
保
障
の
あ
り
方
の
問
題
に
は
踏
み
込
ま

な
い
。
し
か
し
、
「
有
事
法
制
」
が
問
題
の
本
質
な
の
で
は
な
く
、
安
全
保
障
方
式
の
政
治
的
選
択
こ
そ
が
問
題
の
核
心
で
あ
る
こ
と
を

な
い
。
し
か
し
、

指
摘
し
て
お
く
。

こ
の
よ
う
に
、
社
会
民
主
党
お
よ
び
日
本
共
産
党
か
ら
七
法
案
及
び
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ａ
改
正
協
定
に
反
対
の
立
場
が
示
さ
れ
た
が
、
こ
の
「
七
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法
案
」
に
は
国
際
人
道
法
を
実
施
す
る
た
め
の
一
一
法
案
（
「
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
」
「
国
際
人
道

法
の
重
大
な
違
反
行
為
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
」
）
が
含
ま
れ
て
い
る
。
両
追
加
議
定
書
に
は
賛
成
し
な
が
ら
、
な
ぜ
こ
の
一
一
法
案
に
は

反
対
で
あ
る
の
か
。
こ
の
理
由
に
つ
い
て
日
本
共
産
党
か
ら
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。
「
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
第
一
、
第
一
一
迫
加
議
・

定
書
は
、
国
連
憲
章
に
よ
っ
て
戦
争
が
違
法
化
さ
れ
な
が
ら
も
、
現
実
に
発
生
す
る
武
力
紛
争
に
お
い
て
、
紛
争
犠
牲
者
を
保
護
す
る

国
際
人
道
法
と
し
て
積
極
的
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
批
准
に
賛
成
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
政
府
が
こ
れ
を
有
事
法
制

整
備
の
て
こ
と
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
関
連
の
国
内
法
整
備
は
、
米
軍
行
動
円
滑
化
法
案
や
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ａ
改
定
案
な
ど
と
と
も
に
、

米
軍
の
戦
争
へ
の
参
戦
体
制
づ
く
り
の
一
環
を
な
し
、
捕
虜
取
り
扱
い
法
案
な
ど
、
自
衛
隊
に
各
国
軍
隊
並
み
の
権
限
、
基
準
を
付
与

（
７
）

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
反
対
で
あ
り
ま
す
。
」
し
か
し
、
こ
の
説
明
に
は
疑
問
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。
「
自
衛
隊
に
各
国
軍
隊

並
み
の
権
限
、
基
準
を
付
与
」
す
る
の
は
一
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
も
一
九
七
七
年
追
加
議
定
書
も
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
こ

（
８
）

の
二
法
に
は
基
本
的
に
「
米
軍
の
戦
争
へ
の
参
戦
体
制
づ
く
り
」
を
行
う
要
素
は
含
ま
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
、
社
会

（
９
）

（
川
）

民
主
党
の
委
員
の
説
明
に
お
い
て
は
、
こ
の
二
法
案
に
反
対
す
る
理
由
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
追
加
議
定
書
の
加
入
に
つ
い
て
は
反
対
す
る
政
党
も
な
く
、
衆
参
両
議
院
の
委
員
会
及
び
本
会
議
に
お
い
て
全
会

一
致
で
承
認
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
加
入
そ
の
も
の
の
是
非
に
つ
い
て
は
議
論
さ
れ
な
か
っ
た
。
で
は
、
こ
れ
ら
の
議
定
書
の
問
題
点
と

し
て
ど
の
よ
う
な
討
論
が
な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
こ
の
点
を
振
り
返
り
た
い
。

両
議
定
書
の
個
々
の
規
定
に
つ
い
て
の
討
論
は
、
あ
ま
り
多
く
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
衆
参
両
議
院
の
委
員
会
・
本
会
議
を
通
じ
て
取

り
上
げ
ら
れ
た
具
体
的
な
条
文
は
、
ほ
と
ん
ど
第
一
議
定
書
第
五
八
条
と
第
五
九
条
の
み
で
あ
る
。
第
一
議
定
書
第
四
四
条
に
関
す
る

日
本
の
解
釈
宣
言
に
つ
い
て
は
全
く
議
論
の
対
象
と
さ
れ
な
か
っ
た
。

第
五
八
条
は
、
攻
撃
の
影
響
に
対
す
る
予
防
措
置
と
し
て
、
軍
事
目
標
と
住
民
・
民
用
物
を
隔
て
る
べ
く
努
め
る
紛
争
当
事
者
の
義
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務
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
そ
の
ｈ
項
（
「
人
口
の
集
中
し
て
い
る
地
域
又
は
そ
の
付
近
に
軍
事
目
標
を
設
け
る
こ
と
を
避
け

る
こ
と
。
」
）
の
義
務
の
生
じ
る
時
期
に
つ
い
て
論
議
さ
れ
た
。
こ
の
義
務
は
、
武
力
紛
争
の
な
い
平
時
に
お
い
て
も
生
じ
る
の
で
は
な

い
の
か
と
の
質
問
に
対
し
て
外
務
大
臣
は
「
こ
の
五
十
八
条
の
（
ｂ
）
と
い
う
の
は
、
「
紛
争
当
事
者
は
、
」
と
書
い
て
あ
り
ま
し
て
、

「
実
行
可
能
な
最
大
限
度
ま
で
、
」
と
い
う
こ
と
を
書
い
て
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
お
っ
し
ゃ
ら
れ
ま
し
た
よ
う
に
、

有
事
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
平
時
に
お
い
て
締
約
国
に
対
し
て
義
務
を
課
す
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ

れ
か
ら
、
武
力
紛
争
中
に
も
、
あ
く
ま
で
も
紛
争
当
事
者
に
対
し
て
、
実
行
可
能
な
最
大
限
度
ま
で
、
攻
撃
の
影
響
に
対
す
る
予
防
措

（
Ⅱ
）
（
肥
）

（
脚
）

闇
を
と
る
と
い
う
こ
と
を
義
務
づ
け
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
」
と
答
え
て
い
る
。
こ
の
第
五
八
条
の
義
務
が
「
実
行
可
能
な
最

大
限
度
ま
で
」
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
通
り
で
あ
る
が
、
軍
事
目
標
の
中
で
も
陸
上
の
固
定
的
な
軍
事
施
設
を
で
き
る
限
り
住

民
の
居
住
地
域
か
ら
離
し
て
設
置
す
る
べ
く
努
め
る
義
務
は
、
武
力
紛
争
の
存
在
し
な
い
時
か
ら
の
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
武
力

紛
争
の
発
生
は
通
常
予
期
し
得
な
い
も
の
で
あ
り
、
武
力
紛
争
の
発
生
後
に
こ
の
義
務
を
満
た
す
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
だ
か
ら
で
あ

る
。
赤
十
字
国
際
委
員
会
発
行
の
解
説
書
で
も
こ
の
仙
項
に
つ
い
て
「
恒
常
的
な
軍
事
目
標
に
関
し
て
は
、
政
府
は
そ
の
設
置
に
際
し

て
人
口
の
集
中
し
て
い
る
地
域
か
ら
離
れ
た
場
所
を
探
す
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
配
慮
は
平
時
か
ら
常
に
考
慮
に
入
れ

（
Ｍ
〉

（
冊
）

ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
兵
舎
や
軍
事
装
備
・
弾
薬
庫
は
町
の
ま
ん
中
に
設
置
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

（
肥
）

ま
た
、
”
。
、
⑰
扇
も
「
こ
の
第
一
議
定
書
の
規
則
は
部
分
的
に
平
和
時
に
お
け
る
計
画
の
問
題
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
確
か
に
、
軍
事

施
設
を
住
宅
地
か
ら
十
分
離
れ
た
と
こ
ろ
に
設
置
す
る
こ
と
は
、
日
本
の
土
地
事
情
か
ら
す
る
と
困
難
な
面
が
多
い
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
少
な
く
と
も
こ
の
点
に
配
慮
し
た
上
で
設
置
場
所
を
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
が
こ
の
条
文
の
趣
旨
な
の
で
あ
る
。

次
に
、
第
五
九
条
は
、
無
防
備
地
区
に
関
す
る
条
文
で
あ
る
。
こ
の
無
防
備
地
区
を
宣
言
す
る
の
は
「
紛
争
当
事
者
の
適
当
な
当
局
」

と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
当
局
に
は
地
方
自
治
体
も
含
ま
れ
る
の
か
が
問
わ
れ
た
。
政
府
側
の
答
弁
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
「
御
下
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問
は
、
今
先
生
御
指
摘
の
第
一
追
加
議
定
書
五
十
九
条
に
言
い
ま
す
と
こ
ろ
の
無
防
備
地
区
と
い
う
も
の
を
自
治
体
が
宣
言
し
た
場
合

ど
う
な
る
か
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
私
ど
も
と
し
て
は
、
我
が
国
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
う
い
う
宣
言
は
国
に
よ
り

行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
し
て
地
方
公
共
団
体
が
こ
れ
ら
の
地
帯
の
宣
言
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
特
定
の
都
市
が
御
指
摘
の
よ
う
な
宣
一
一
一
口
を
行
っ
た
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
そ
れ
は
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

（
Ｗ
）

諸
条
約
等
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
そ
の
宣
言
に
は
当
た
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
」
「
こ
の
五
十
九
条
と
申
し
ま
す
の
は
、

紛
争
当
事
国
の
適
当
な
当
局
が
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
で
は
、
そ
の
適
当
な
当
局
と
い
う
も
の

が
自
治
体
を
含
ま
な
い
の
か
ど
う
か
と
い
う
と
こ
ろ
が
ポ
イ
ン
ト
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
当
局
が
宣
言
を
す
る
た
め
の
条
件

と
い
う
の
は
、
要
す
る
に
、
軍
事
的
な
行
動
、
作
戦
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
特
定
の
地
域
で
行
わ
な
い
と
い
う
こ
と
を
宣
言
す
る
必
要

が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
う
い
う
宣
言
の
裏
づ
け
と
申
し
ま
す
か
、
実
効
性
を
持
た
せ
る
よ
う
な
権
限
と
い
う
も
の
を
持
っ
て
い
る
よ
う

な
適
当
な
当
局
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
れ
を
翻
っ
て
我
が
国
に
照
ら
し
て
考
え
て
み
た
場
合
に
は
地
方
自
治
体
と
い
う
の
は
そ
れ

（
川
）

に
は
当
た
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
、
こ
う
い
う
こ
と
を
政
府
と
し
て
は
申
し
上
げ
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
」
赤
十
字
国
際
委
員
会

発
行
の
解
説
書
で
は
、
こ
の
宣
言
主
体
に
つ
い
て
「
原
則
的
に
そ
の
宣
言
は
そ
の
宣
言
内
容
の
遵
守
を
確
保
し
う
る
当
局
に
よ
っ
て
発

せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
般
的
に
は
こ
れ
は
政
府
自
身
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
困
難
な
状
況
下
で
は
、
そ
の
宣
言
が
地
方
の
軍

司
令
官
さ
ら
に
は
市
長
や
知
事
な
ど
の
地
方
の
文
民
当
局
か
ら
も
発
せ
ら
れ
う
る
と
い
う
こ
と
が
生
じ
う
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
宣
言

が
地
方
の
文
民
当
局
か
ら
発
せ
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
宣
言
内
容
遵
守
確
保
手
段
を
独
占
す
る
軍
当
局
と
完
全
に
合
意
し
て
い
な
け

（
畑
）

（
釦
）

れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
伝
統
的
な
国
際
法
に
お
い
て
軍
司
令
官
は
「
戦
時
規
約
」
を
締
結
す
る
権
限
を
認
め
』
ら
れ
て

（
則
）

い
た
。
指
揮
下
の
兵
力
の
降
伏
、
支
配
地
域
の
明
渡
し
な
ど
に
つ
い
て
敵
交
戦
者
と
特
別
な
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
第
五
九
条
の
宣
言
も
そ
の
よ
う
な
軍
司
令
官
の
権
限
行
使
と
し
て
み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
地
方
の
文
民
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当
局
が
当
該
地
域
を
指
揮
す
る
軍
司
令
官
の
同
意
を
得
て
こ
の
無
防
備
地
区
の
宣
言
を
行
う
こ
と
は
、
上
述
の
軍
司
令
官
の
権
限
の
代

行
と
し
て
認
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
問
題
は
、
そ
の
よ
う
な
軍
当
局
の
同
意
な
く
、
地
方
の
文
民
当
局
が
自
ら
の
権
限
で
行
い
う

る
か
、
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
ポ
イ
ン
ト
は
当
該
当
局
が
軍
隊
の
移
動
を
は
じ
め
と
す
る
、
こ
の
宣
言
内
容
の
遵
守
を
確
保
す
る
権
限

を
当
然
に
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
防
衛
圏
知
事
は
「
侵
略
に
よ
り
中
央
政
府
と
の
連
絡
が
途
絶
し

（
配
）

た
場
〈
ロ
に
は
防
衛
圏
内
に
お
い
て
政
府
（
内
閣
）
を
代
表
し
て
国
防
上
の
全
権
を
委
ね
ら
れ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
権
限

を
持
つ
な
ら
ば
、
当
該
当
局
は
自
ら
の
権
限
で
無
防
備
地
区
の
宣
一
盲
を
行
い
う
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

（
１
）
「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」
「
安
全
保
障
会
議
設
闘
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
」
「
自
衛
隊
法
及
び
防
衛
庁
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

（
２
）
「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
讃
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
」
一
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
の
行
動
に

伴
い
我
が
国
が
実
施
す
る
措
囲
に
関
す
る
法
律
」
「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
特
定
公
共
施
設
等
の
利
用
に
関
す
る
法
律
」
「
国
際
人
道
法
の
重

大
な
違
反
行
為
の
処
嗣
に
関
す
る
法
律
」
「
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律
」
「
武
力
攻
撃
事
態
に

お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
」
「
自
衛
隊
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
「
日
本
国
の
自
衛
隊
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
軍
隊
と
の
間
に
お

け
る
後
方
支
援
、
物
品
又
は
役
務
の
相
互
の
提
供
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
と
の
間
の
協
定
を
改
正
す
る
協
定
（
Ａ
Ｃ
Ｓ

Ａ
改
正
協
定
）
」
二
九
四
九
年
八
月
一
一
一
日
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
の
国
際
的
な
武
力
紛
争
の
犠
牲
者
の
保
護
に
関
す
る
追
加
議
定
書
（
議
定
書

Ｉ
）
」
二
九
四
九
年
八
月
一
一
一
日
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
の
非
国
際
的
な
武
力
紛
争
の
犠
牲
者
の
保
護
に
関
す
る
追
加
議
定
書
（
議
定
書
Ⅱ
）
」

（
３
）
三
束
門
美
津
子
委
員
）
今
国
会
に
提
出
さ
れ
た
政
府
提
出
の
事
態
対
処
法
制
関
連
七
法
案
及
び
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ａ
改
定
の
内
容
は
、
平
和
主
義
に
と
ど
ま

ら
ず
、
基
本
的
入
梅
の
尊
重
と
国
民
主
権
、
さ
ら
に
は
地
方
自
治
と
い
う
憲
法
の
諸
原
則
を
著
し
く
逸
脱
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
有
事
を

理
由
に
国
家
が
国
民
の
財
産
や
櫓
利
を
自
由
に
制
限
で
き
る
と
い
う
発
想
は
、
戦
前
の
国
家
総
動
員
体
制
に
つ
な
が
る
危
険
な
道
で
あ
り
、
断
じ
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て
容
認
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
…
…
ま
ず
第
一
に
、
国
民
保
護
法
案
は
、
国
民
保
霞
の
名
称
と
は
裏
腹
に
、
軍
事
を
最
優
先
に
考
え
ら
れ
た

法
案
で
あ
る
と
い
う
点
で
す
。
国
民
を
戦
争
体
制
に
組
み
込
み
、
一
方
的
な
協
力
を
強
制
す
る
も
の
で
あ
り
、
生
命
財
産
の
保
磯
、
思
想
、
信
条

の
自
由
よ
り
も
自
衛
隊
や
米
軍
の
行
動
を
優
先
す
る
も
の
で
す
。
・
・
…
・
第
二
に
、
憲
法
が
定
め
る
地
方
自
治
の
あ
り
方
を
根
底
か
ら
変
え
る
と
い

う
点
で
す
。
…
…
第
三
に
、
憲
法
が
禁
じ
る
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
、
交
戦
権
の
行
使
と
の
関
係
の
問
題
で
す
．
米
軍
支
援
法
案
と
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ａ
改

正
協
定
は
、
米
軍
へ
の
弾
薬
の
提
供
を
武
力
攻
撃
事
態
は
お
ろ
か
予
測
事
態
で
も
認
め
る
な
ど
、
憲
法
の
禁
じ
る
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
に
明
確

に
踏
み
出
す
も
の
で
す
。
同
様
に
、
海
上
輸
送
規
制
法
案
は
、
い
わ
ゆ
る
臨
検
を
可
能
と
す
る
な
ど
、
交
戦
権
の
行
使
に
当
た
る
可
能
性
を
は
ら

み
ま
す
。
…
…
以
上
、
各
案
件
は
、
平
和
憲
法
を
な
い
が
し
ろ
に
し
、
基
本
的
人
権
を
侵
害
し
、
地
方
自
治
を
含
む
我
が
国
の
民
主
的
な
統
治
機

構
を
平
時
か
ら
大
き
く
変
容
さ
せ
る
危
険
性
を
は
ら
む
も
の
で
あ
り
、
多
く
の
疑
念
が
払
拭
さ
れ
な
い
ま
ま
拙
速
に
採
決
す
る
こ
と
に
は
強
く
反

対
し
ま
す
．
」
（
第
一
五
九
回
国
会
衆
議
院
武
力
攻
撃
事
態
等
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
委
員
会
会
議
録
第
十
八
号
）

（
４
）
「
（
赤
嶺
政
賢
委
員
）
反
対
理
由
の
第
一
は
、
日
本
が
攻
撃
を
受
け
て
い
な
い
予
測
事
態
か
ら
、
米
軍
に
対
す
る
無
限
定
か
つ
包
括
的
な
支
援
を
可

能
と
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
り
ま
す
．
…
…
米
軍
が
み
ず
か
ら
の
判
断
に
基
づ
き
、
我
が
国
周
辺
で
先
制
攻
撃
を
行
っ
た
と
き
、
自
衛
隊
、
地
方

自
治
体
、
国
民
が
官
民
挙
げ
て
米
軍
支
援
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。
・
・
・
…
ま
さ
に
、
憲
法
の
平
和
原
則
を
幾
重
に
も
踏
み
に

じ
り
、
米
軍
の
戦
争
に
参
戦
、
協
力
す
る
体
制
を
つ
く
る
も
の
で
あ
り
、
断
じ
て
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
第
二
は
、
国
民
保
讃
の
名
の
も
と
に
、
米

軍
の
戦
争
に
国
民
を
動
員
し
、
戦
争
協
力
に
駆
り
立
て
る
態
勢
を
つ
く
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
」
（
同
会
議
録
）

（
５
）
「
有
事
法
制
は
戦
争
協
力
法
、
人
権
制
約
法
、
そ
し
て
戦
後
版
の
国
家
総
動
員
法
に
ほ
か
な
ら
ず
、
平
時
か
ら
戦
争
動
員
体
制
を
準
備
す
る
こ
と
で
懲

法
の
平
和
主
義
・
国
民
主
権
・
基
本
的
人
権
の
尊
重
と
い
う
原
則
を
侵
食
し
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
断
じ
て
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
」
（
有
事
関

連
７
法
案
・
３
条
約
の
衆
院
通
過
に
つ
い
て
（
談
話
）
（
一
一
○
○
四
年
五
月
二
十
日
）
社
会
民
主
党
幹
事
長
又
市
征
治
）
「
有
事
法
制
の
整
備
と
は
、

戦
争
の
で
き
る
国
づ
く
り
の
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
今
回
の
３
法
案
は
戦
争
を
否
定
し
た
現
憲
法
の
法
体
系
に
初
め
て
「
戦
時
体
制
」
を
持
ち
込
む

も
の
で
あ
り
、
３
法
案
と
今
後
姿
を
表
す
で
あ
ろ
う
関
連
法
に
よ
っ
て
、
日
本
国
憲
法
の
下
の
社
会
シ
ス
テ
ム
は
最
後
的
な
変
質
を
迫
ら
れ
る
こ
と
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考
人
は
、
「
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
本
と
し
て
当
然
批
准
す
べ
き
国
際
条
約
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
」
と
述

べ
て
い
る
（
第
一
五
九
回
国
会
衆
議
院
武
力
攻
撃
事
態
等
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
委
員
会
会
議
録
第
八
号
）

（
９
）
第
一
五
九
回
国
会
衆
識
院
武
力
攻
撃
事
態
等
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
委
員
会
会
議
録
第
十
八
号
（
東
門
美
津
子
委
員
）
、
第
一
五
九
回
国

会
参
議
院
イ
ラ
ク
人
道
復
興
支
援
活
動
等
及
び
武
力
攻
鍍
駆
態
等
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
委
員
会
会
議
録
十
八
号
（
大
田
昌
秀
委
員
）

（
川
）
大
田
昌
秀
委
員
の
発
言
の
中
に
、
「
捕
蝋
の
問
題
は
交
戦
し
て
初
め
て
発
生
す
る
の
で
す
か
ら
、
捕
虜
に
つ
い
て
法
を
制
定
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

交
戦
権
の
行
使
を
禁
じ
る
懸
法
に
抵
触
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
」
（
第
一
五
九
回
国
会
参
議
院
イ
ラ
ク
人
道
復
興
支
援
活
動
等
及
び
武
力

攻
撃
事
態
等
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
委
員
会
会
議
録
十
二
号
）
と
の
一
節
が
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
が
国
際
人
道
法
の
実
施
二
法
に
反
対
す
る

理
由
で
あ
る
の
か
ど
う
か
は
明
確
で
は
な
い
。
仮
に
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、
追
加
議
定
書
に
賛
成
す
る
態
度
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
Ｕ
第
一
五
九
回
国
会
衆
議
院
武
力
攻
撃
事
態
等
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
委
員
会
会
議
録
第
五
号
（
長
島
委
員
に
対
す
る
答
弁
）

（
Ｂ
同
様
の
答
弁
と
し
て
、
同
会
議
録
（
東
門
委
員
に
対
す
る
答
弁
）

（
６
）
東
門
美
津
子
委
員
（
第
一
五
九
回
国
会
衆
議
院
武
力
攻
撃
事
態
等
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
委
員
会
会
議
録
第
十
八
号
）

（
７
）
赤
嶺
政
賢
委
員
（
同
会
議
録
）

（
８
）
平
成
十
六
年
六
月
十
四
日
付
の
日
本
弁
讃
士
連
合
会
の
会
長
声
明
に
お
い
て
、
一
○
案
件
の
う
ち
の
両
追
加
議
定
書
及
び
国
際
人
適
法
実
施
の
二
法

以
外
の
六
案
件
に
つ
い
て
批
判
・
反
対
が
述
べ
ら
れ
る
一
方
で
、
国
際
人
道
法
関
係
の
四
案
件
に
つ
い
て
は
問
題
と
さ
れ
て
い
な
い
。
（
冨
目
言
二
妄

二
の
｜
】
一
つ
⑰
昌
呂
Ｃ
こ
＆
ロ
ー
陸
一
睡
巨
三
眈
豈
臣
（
）
Ｅ
百
一
一
く
Ｃ
Ｅ
Ｃ
ミ
ｗ
Ｃ
Ｅ

ｌ
ｉ

に
な
る
。
そ
れ
は
単
に
前
文
や
第
９
条
の
「
平
和
主
義
」
の
否
定
に
と
ど
ま
ら
ず
、
「
基
本
的
人
権
の
尊
璽
」
や
「
国
民
主
権
」
ま
で
を
含
め
た
憲
法
の
三

原
則
を
制
約
し
躁
踊
す
る
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
．
「
有
事
」
を
理
由
に
国
家
が
国
民
の
財
産
や
権
利
を
自
由
に
制
限
で
き
る
と
い
う
「
有
事
法
制
」

の
思
想
は
、
戦
前
の
国
家
総
動
員
体
制
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
危
険
な
道
で
あ
り
、
断
じ
て
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
も
の
で
あ
る
。
」
（
有
事

法
制
問
題
に
関
す
る
論
点
（
二
○
○
二
年
五
月
十
四
日
）
社
民
党
政
策
審
議
会
）
（
三
百
室
三
三
三
ｍ
・
ｍ
Ｓ
ｂ
『
宣
）

｜
」
，
ヨ
ニ
コ
ニ
）
な
お
、
日
本
弁
邇
士
連
合
会
有
事
法
制
問
題
対
策
本
部
本
部
長
代
行
村
越
進
参
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（
ｕ
こ
の
配
慰
が
「
平
時
か
ら
常
に
考
慮
に
入
れ
ら
れ
る
べ
き
」
、
と
の
赤
十
字
国
際
委
員
会
発
行
の
解
説
書
の
一
節
を
肯
定
的
に
引
用
す
る
文
献
と
し

て
、
三
目
８
鈎
隠
８
｜
一
目
ニ
ン
ョ
Ｃ
言
⑰
シ
・
ロ
。
三
一
⑰
こ
き
三
号
図
（
回
二
口
己
奇
ミ
ヨ
事
曾
（
【
丙
の
』
Ｃ
Ｃ
Ｃ
）
己
。
。
］
・

（
旧
）
ン
・
両
式
刃
Ｃ
ｍ
：
ト
凹
二
ｇ
ｓ
ｎ
冨
寓
苛
苛
ミ
（
⑫
⑰
８
己
巳
三
目
）
（
三
ｇ
ｓ
２
⑤
『
ご
三
ぐ
の
『
⑫
ご
一
）
【
§
・
』
ｇ
」
）
で
」
塁
・

（
Ｕ
増
田
好
平
政
府
参
考
人
（
内
閣
官
房
内
閣
審
議
官
）
（
第
一
五
九
回
国
会
衆
議
院
武
力
攻
撃
事
態
等
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
委
員
会
会
議

両
）
林
景
一
政
府
参
考
人
（
外
務
省
条
約
局
長
）
（
同
会
議
録
）

（
旧
）
【
丙
Ｄ
Ｐ
》
ミ
ヨ
菖
憲
貫
く
８
ｓ
⑪
エ
ミ
亘
弓
ｓ
コ
ミ
、
ヨ
）
（
Ｃ
ｓ
房
。
「
亀
」
冒
冗
｝
ミ
ヨ
ｃ
ｓ
ｎ
ｑ
ｎ
鳥
屋
〔
ご
ど
く
丘
ミ
ミ
冨
○
「
一
』
二
侭
Ｅ
二
壇
℃
（
Ｚ
］
一
己
戸
一
Ｃ
ご
）
弓
・
ヨ
Ｓ
‐
ご
←
．

一
加
）
こ
の
間
題
の
詳
綱
な
分
析
と
し
て
岩
本
誠
薔
『
『
無
防
備
地
域
』
の
賞
薑
主
体
’
’
九
七
七
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
艫
加
第
一
醗
定
醤
露
五
九

条
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
’
一
『
新
防
衛
総
讐
露
一
七
巻
籍
４
号
参
照
．

（
別
）
「
戦
時
規
約
」
に
つ
い
て
、
二
・
Ｆ
目
一
⑰
『
図
、
一
二
・
ミ
ミ
ミ
ｇ
ミ
ト
豐
憲
ご
魯
冒
。
ｇ
：
】
さ
’
』
・
｛
い
の
ぐ
⑰
三
言
８
三
○
三
（
Ｐ
Ｃ
。
胞
冒
．
・
一
ｃ
筒
｝
弓
墜
〕
‐
い
ま
・
前
『
一
天
、
暁
‐

官
曾
二
句
車
劇
ミ
ト
。
－
電
・
皇
曾
自
己
寄
冒
昌
唇
｛
｝
｛
画
一
ｍ
一
具
こ
Ｃ
堂
）
ｇ
」
Ⅸ
，
］
〕
一
首
。
『
「
一
唾
Ｃ
『
§
い
で
菖
・
葦
呂
さ
烏
ョ
冒
一
這
・
、
（
曽
亘
言
愚
司
（
ご
ゴ
ー
く
命
「
，

⑫
ご
◎
『
ｇ
三
．
『
三
弓
『
：
』
し
い
①
）
石
］
圏
，
〕
已
・
坐
臼
杵
英
一
「
戦
時
規
約
」
『
国
際
関
係
法
辞
典
』
（
三
省
堂
、
一
九
九
五
年
）
四
八
三
～
四
八
四
頁
、
経
塚
作

太
郎
「
戦
時
規
約
」
『
国
際
法
辞
典
』
（
鹿
島
出
版
会
、
昭
和
五
○
年
）
三
九
六
頁
、
嘉
納
孔
「
戦
時
規
約
」
『
国
際
法
・
国
際
政
治
事
典
』
（
青
林
書
院
、
昭

和
三
十
一
年
二
八
四
～
一
八
五
頁
、
高
野
雄
一
『
新
版
国
際
法
概
論
下
』
（
弘
文
堂
、
昭
和
五
五
年
新
版
皿
刷
）
二
八
頁
参
照
。

（
Ｕ
同
様
の
質
問
（
民
主
党
・
新
緑
風
会
の
池
口
修
次
）
に
対
し
て
防
衛
庁
長
官
（
石
破
茂
）
も
同
様
の
答
弁
を
行
っ
て
い
る
。
（
第
一
五
九
回
国
会

参
議
院
イ
ラ
ク
人
道
復
興
支
援
活
動
等
及
び
武
力
攻
撃
事
態
等
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
委
員
会
会
議
録
十
八
号
）

（
Ⅱ
）
【
元
Ｃ
ｅ
ヨ
ョ
目
冨
Ｑ
ｇ
ｓ
里
昌
言
ご
ミ
専
昌
（
）
８
奇
・
昌
冒
コ
ミ
ｃ
ゴ
【
・
ｓ
ｑ
Ｏ
ｇ
：
ｇ
弓
§
〔
冒
冒
。
「
口
聖
信
肩
こ
２
℃
（
ｚ
言
・
角
一
§
）
：
Ｃ
一
・

で■『四・Ｗ凹凹一・

口、『瞳・凹凶的〕．

録
第
十
一
号
）
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－

２２
－戸

第
３
節

「
第
四
十
四
条
３
中
段
は
、
武
装
し
た
戦
闘
員
は
、
武
力
紛
争
に
お
い
て
敵
対
行
為
の
性
質
の
た
め
自
己
と
文
民
た
る
住
民
と
を
区
別
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
お
い
て
交
戦
の
間
及
び
自
己
が
参
加
す
る
攻
撃
に
先
立
つ
軍
事
展
開
中
に
敵
に
目
撃
さ
れ
て
い
る
間
武

器
を
公
然
と
携
行
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
戦
闘
員
と
し
て
の
地
位
を
保
持
す
る
旨
規
定
し
て
い
る
。
我
が
国
は
、
こ
の
規
定
に
定

め
る
状
況
は
占
領
地
域
又
は
第
一
条
４
に
規
定
す
る
武
力
紛
争
に
お
い
て
の
み
存
在
し
得
る
と
理
解
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
す

る
。
ま
た
、
我
が
国
は
、
第
四
十
四
条
３
伽
の
「
展
開
」
と
は
攻
撃
が
行
わ
れ
る
場
所
へ
の
あ
ら
ゆ
る
移
動
を
い
う
も
の
と
解
釈
す
る

（
１
）

も
の
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。
」

前
述
の
通
り
、
こ
の
宣
言
の
内
容
・
適
否
に
つ
い
て
国
会
審
議
の
中
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

重
要
性
に
鑑
み
て
、
若
干
詳
し
い
検
討
を
試
み
た
い
。

わ
が
国
は
、
今
回
の

小
野
次
郎
「
フ
ラ
ン
ス
市
民
防
衛
体
制
（
一
）
」
『
警
察
研
究
』
第
六
○
巻
第
１
号
（
通
巻
七
○
九
号
）
三
五
頁

①
留
保
条
項
に
つ
い
て
の
外
交
会
議
で
の
論
議

日
本
の
解
釈
宣
言

九
七
七
年
追
加
議
定
書
加
入
に
際
し
て
以
下
の
解
釈
宣
言
を
行
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
問
題
の
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一
九
七
七
年
の
両
追
加
議
定
書
に
は
、
一
九
四
九
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
四
条
約
と
同
様
に
、
留
保
に
関
す
る
条
項
は
な
い
。
外
交
会
議

（
２
）

以
前
の
準
備
作
業
の
時
か
ら
あ
る
特
定
の
条
文
に
つ
い
て
留
保
を
毬
不
止
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
と
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
武
力
紛
争
中

の
最
低
限
の
人
道
的
ル
ー
ル
と
し
て
の
人
道
法
に
は
で
き
る
だ
け
留
保
を
付
す
べ
き
で
は
な
い
と
の
原
則
的
立
場
と
、
し
か
し
、
多
く

の
国
は
実
際
に
留
保
を
付
す
余
地
を
求
め
て
お
り
、
留
保
の
全
面
禁
止
は
議
定
書
の
普
遍
的
受
諾
を
阻
害
す
る
と
い
う
実
際
的
立
場
と

の
妥
協
点
と
し
て
選
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。
で
は
、
そ
の
留
保
の
禁
止
さ
れ
る
条
文
に
該
当
す
る
も
の
は
何
か
。
赤
十
字
国
際
委
員
会

（
３
）

（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
）
は
外
交
会
議
草
案
に
一
○
か
条
を
含
め
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
の
考
え
る
、
よ
り
基
本
的
な
条
文
で
あ
る
。
草
案
中
の
、
細
則
部

分
で
は
な
く
、
よ
り
原
則
的
な
規
定
が
選
ば
れ
て
い
る
。
留
保
条
項
を
置
く
こ
と
を
支
持
す
る
諸
国
は
ま
ず
、
こ
の
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
草
案
を

（
１
）

基
に
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
諸
国
が
重
要
と
考
え
る
条
文
を
付
け
加
え
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
留
保

の
禁
止
さ
れ
る
条
文
の
リ
ス
ト
が
長
く
な
っ
た
。
そ
し
て
、
「
そ
の
リ
ス
ト
が
長
す
ぎ
る
」
と
の
批
判
を
か
わ
す
た
め
に
一
一
一
カ
国
提
案

（
５
）

が
少
数
の
条
文
の
み
を
選
定
し
た
．
そ
れ
は
第
一
条
（
第
２
項
ｌ
最
終
条
文
で
は
４
項
ｌ
に
民
族
解
放
戦
争
を
国
際
紛
争
と
認

め
る
条
文
が
含
ま
れ
る
）
鏑
四
一
条
及
び
鏑
四
二
条
（
ｌ
最
終
条
文
で
は
第
四
三
条
と
露
四
四
条
ｌ
爾
条
文
あ
わ
せ
て
新
た
な
戦

闘
員
の
資
格
・
捕
虜
の
資
格
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
特
に
解
放
戦
争
に
参
加
す
る
ゲ
リ
ラ
兵
を
念
頭
に
お
い
て
激
し
い
論
議
と
な
っ
た
）
、

（
６
）

露
四
二
条
§
旬
（
ｌ
曇
条
文
で
は
第
四
七
条
ｌ
こ
の
傭
兵
の
違
法
化
も
民
族
霧
戦
争
を
念
頭
に
置
く
も
の
で
あ
る
）
、
及
び

第
八
四
条
３
項
（
ｌ
最
終
条
文
で
は
第
九
六
条
３
項
ｌ
民
族
解
放
運
動
団
体
の
当
事
者
資
格
を
認
め
る
も
の
）
で
あ
り
、
す
べ
て

民
族
解
放
戦
争
関
連
規
定
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
条
文
選
択
に
つ
い
て
、
特
に
西
側
諸
国
は
「
政
治
的
」
と
し
て
批
判
し
た
。
結
局
こ

の
修
正
案
は
本
会
議
で
の
投
票
で
採
択
に
必
要
な
一
一
一
分
の
一
一
の
多
数
を
得
ら
れ
ず
に
、
否
決
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
追
加
議
定
書
に
は

（
７
）

留
保
に
関
す
る
条
項
は
お
か
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
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（
７
）
外
交
会
殿
で
の
追
加
議
定
書
の
留
保
条
項
に
関
す
る
論
議
に
つ
い
て
、
竹
本
正
幸
二
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
に
追
加
さ
れ
る
二
つ
の
識

（
３
）
Ｑ
胃
亘
宛
§
「
昌
吝
一
』
（
』
Ｃ
男
）
で
目
『
。
『
、
；
９
．

（
４
）
８
口
三
ｓ
扇
⑥
ご
」
・
ン
ｚ
Ｚ
ｍ
ｘ
曰
で
§
・
含
・
（
。
弓
、
更
訂
。
ｓ
鳥
夛
一
・
こ
つ
・
』
岡
）

（
５
）
８
ワ
ェ
冒
一
．
（
Ｑ
胃
菖
訂
８
「
島
ざ
一
・
〕
ロ
〕
農
）
な
お
、
提
案
国
は
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
．
キ
ュ
ー
バ
、
北
朝
鮮
、
イ
エ
メ
ン
、
エ
ジ
プ
ト
、
リ
ビ
ア
、
ケ
ニ
ア
、

レ
バ
ノ
ン
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
、
マ
リ
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、
サ
ウ
ジ
・
ア
ラ
ビ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
ス
ー
ダ
ン
、
ス
イ
ス
、
シ
リ

ア
、
ウ
ガ
ン
ダ
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
で
あ
る
。

（
６
）
「
人
道
法
会
議
で
の
傭
兵
問
題
検
討
の
プ
ロ
セ
ス
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
定
義
は
第
二
次
大
戦
後
の
傭
兵
使
用
の
実
行
や
国
連
な
ど
で
の
取

扱
い
の
さ
い
の
傭
兵
概
念
が
基
礎
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
民
族
自
決
の
闘
争
に
対
抗
す
る
た
め
植
民
地
・
人
種
差
別
勢

力
側
に
立
っ
て
闘
う
外
人
兵
が
主
と
し
て
念
頭
に
お
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
四
七
条
の
テ
ク
ス
ト
で
は
こ
の
現
代
社
会
で
の
傭
兵
使
用
状
況
に
は

触
れ
ず
、
｜
股
化
さ
れ
た
定
義
と
な
っ
て
い
る
。
」
（
藤
田
久
一
「
傭
兵
と
現
代
国
際
法
（
二
．
完
）
」
『
関
西
大
学
法
学
論
集
』
第
二
九
巻
第
２
号

「
外
務
省
告
示
第
五
七
九
号
」
（
『
官
報
（
号
外
）
』
平
成
十
六
年
九
月
三
日
六
六
頁
）
で
は
、
そ
の
要
約
の
み
が
示
さ
れ
て
い
る
。
）

（
２
）
一
九
七
二
年
政
府
専
門
家
会
議
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
草
案
（
一
句
宛
ｐ
（
自
昏
目
。
：
「
（
】
三
句
ヨ
ョ
ｎ
ミ
９
百
§
：
二
ｓ
・
記
図
菖
ヨ
ミ
ご
司
菖
ミ
ロ
ミ
ロ
冒
冒
向
ミ
。
へ
．
言
，

ミ
コ
ミ
一
○
ヨ
ミ
｝
言
ミ
ヨ
菖
冒
ユ
目
ト
學
ミ
ニ
道
ロ
胃
８
－
句
ヨ
エ
コ
コ
ミ
へ
ご
ミ
ニ
百
時
○
ｇ
⑩
属
」
二
審
富
山
」
冒
句
一
℃
凶
冑
、
８
コ
こ
め
閣
員
員
こ
一
厘
今
望
〔
・
冨
酔
×
『
〉
由
（
一
ｓ
い
）

で
・
日
）
外
交
会
識
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
草
案
（
ｓ
胃
更
訂
８
頁
奇
・
「
ｓ
ｍ
Ｐ
亘
自
菖
同
〔
・
冒
冒
目
、
８
．
ｓ
、
記
、
具
ヨ
コ
ヨ
農
・
局
員
Ｐ
や
一
同
ミ
ョ
、
ミ
。
、
言
国
。
菖
冒
員

鷺
冒
曽
冒
。
目
白
宅
』
。
ｇ
ご
ｇ
－
ｍ
ｓ
公
。
胃
Ｑ
ｎ
ｄ
ｇ
一
句
厨
。
§
冗
畠
ヘ
ー
＠
圏
‐
」
ミ
ご
（
以
下
〔
司
同
旦
元
の
８
頁
弓
と
略
す
）
ぐ
。
｝
」
（
－
３
ｍ
）
恵
．
．
「
。
『
ｎ
、

（
１
）
外
務
省
『
千
九
百
四
十
九
年
八
月
十
二
日
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
の
国
際
的
な
武
力
紛
争
の
犠
牲
者
の
保
謹
に
関
す
る
追
加
議
定
書
（
鍛
定
譜
Ｉ
）

触
れ
ず
、

九
四
頁
）

己・凶。．）

の
説
明
書
』
（
平
成
十
六
年
三
月
）
二
頁
（
頁
で
茎
三
三
三
・
ョ
◎
ず
．
函
。
」
己
へ
ョ
。
互
伝
昌
宏
◎
言
⑰
画
一乏
已
房
へ
自
呂
ご
】
Ｊ
Ｃ
Ｉ
一
」
ロ
唐
Ｆ
Ｅ
（
な
お
、
加
入
書
寄
託
を
告
示
す
る
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こ
の
よ
う
に
、
追
加
議
定
書
に
は
留
保
条
項
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
付
さ
れ
た
留
保
の
有
効
性
は
国
際
法
の
原
則
に
従
っ

て
判
断
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
上
記
の
「
民
族
解
放
戦
争
関
連
規
定
」
の
適
用
を
完
全
に
排
除
す
る
留
保
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
、
な
い
。

他
方
そ
れ
ら
の
条
文
の
解
釈
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
国
が
宣
言
を
行
っ
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
日
本
は
外
交
会
議
に
お
い
て
、
西

側
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
行
動
し
、
第
一
議
定
書
第
一
条
４
項
そ
し
て
第
四
四
条
に
は
当
初
強
く
反
対
し
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
後
、

（
１
）

反
対
か
ら
棄
権
に
回
っ
た
。
平
成
一
四
年
に
追
加
議
定
書
に
加
入
す
る
方
針
が
一
示
さ
れ
る
ま
で
、
国
会
答
弁
に
お
い
て
日
本
政
府
は
、
追

（
２
）

加
議
定
書
の
具
体
的
な
問
題
点
と
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
第
一
議
定
書
第
四
四
条
の
問
題
に
し
か
一
言
口
及
し
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
す
れ
ば
、
今
回
の
解
釈
宣
言
は
従
来
の
政
府
の
説
明
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
さ
ら
に
近
年
、
陸
上
自
衛
隊
に
お
い
て
、
本
条

（
３
）

が
「
ゲ
リ
ラ
・
コ
マ
ン
ド
ゥ
対
処
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
」
に
、
と
の
懸
念
が
一
不
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
日
本
の
第
四
四
条
に
関
す

（
１
）

る
解
釈
宣
言
は
、
基
本
的
に
、
外
交
会
議
に
お
い
て
西
側
諸
国
が
採
用
し
た
解
釈
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
ら
の
国
が
解
釈
宣
言
と
し
て

（
５
）
（
６
）

一
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
第
四
四
条
に
つ
い
て
、
類
似
の
宣
言
を
行
っ
て
い
る
国
は
ベ
ル
ギ
ー
、
韓
国
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ラ
ン

ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ニ
ュ
ー
・
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ス
ペ
イ
ン
、
カ
ナ
ダ
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
フ
ラ
ン
ス
そ
し

て
、
署
名
段
階
で
の
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
ベ
ル
ギ
ー
、
韓
国
、
イ
ギ
リ
ス
、
カ
ナ
ダ
、
ド
イ
ツ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
フ
ラ
ン

ス
は
、
日
本
の
も
の
と
実
質
的
に
同
じ
で
あ
る
が
、
他
の
国
の
も
の
は
少
し
異
な
る
。
ま
ず
、
イ
タ
リ
ア
及
び
ス
ペ
イ
ン
は
「
占
領
地

域
の
み
」
と
し
、
オ
ラ
ン
ダ
及
び
ア
メ
リ
カ
は
こ
の
「
状
況
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な
い
。
次
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
及
び
ニ
ュ
ー
。

②
日
本
の
解
釈
宣
言
の
位
置
付
け

定
書
に
つ
い
て
（
二
．
完
）
」
『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
第
七
七
巻
３
号
五
七
～
六
○
頁
参
照
。
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ジ
ー
ラ
ン
ド
は
、
「
敵
に
目
撃
さ
れ
て
い
る
間
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
、
前
者
は
「
双
眼
鏡
を
使
っ
て
、
あ
る
い
は
赤
外
線
の
あ
る
い

は
影
像
増
大
の
装
置
に
よ
っ
て
目
撃
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
含
む
も
の
と
解
す
る
」
、
後
者
は
「
敵
の
軍
隊
構
成
員
を
監
視
下
に
お
く
こ
と

を
促
進
す
る
た
め
に
利
用
可
能
な
電
子
的
あ
る
い
は
そ
の
他
の
監
視
の
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
手
段
に
よ
っ
て
目
撃
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
も

含
む
も
の
と
解
す
る
。
」
と
の
解
釈
を
含
め
て
い
る
。
第
一
議
定
書
第
四
四
条
に
関
す
る
宣
言
と
し
て
は
、
他
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
よ
る

（
７
）

も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
条
の
解
釈
の
一
般
的
な
注
意
を
述
べ
た
も
の
で
、
上
記
の
諸
国
の
解
釈
を
否
定
も
肯
定
も
し
て
い
な
い
。

本
条
の
起
草
は
追
加
議
定
鶴
作
成
の
外
交
会
議
で
激
し
く
争
わ
れ
た
。
そ
し
て
本
条
の
解
釈
に
つ
い
て
も
外
交
会
議
の
場
で
は
異

（
８
）

な
っ
た
理
解
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
西
側
諸
国
と
対
立
し
た
第
三
世
界
諸
国
は
外
交
会
議
で
述
べ
た
解
釈
を
批
准
・

加
入
に
際
し
て
解
釈
宣
言
と
し
て
示
す
こ
と
も
な
く
、
西
側
諸
国
の
宣
言
に
対
し
て
異
議
を
述
べ
る
で
も
な
い
。
こ
れ
ら
の
第
三
世
界

諸
国
は
成
立
し
た
議
定
書
の
解
釈
・
実
施
に
は
あ
ま
り
関
心
を
持
っ
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
今
回
の
日
本
の
解

釈
宣
言
は
、
す
で
に
い
く
つ
か
の
国
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
も
の
と
同
じ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
解
釈
宣
言
に
つ
い
て
条
約
目
的
と
両
立
し

な
い
留
保
で
あ
る
と
の
異
議
は
い
ず
れ
の
国
か
ら
も
出
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
解
釈
が
普
遍
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
は
な
お
慎
重
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
少
な
く
と
も
、
と
り
う
る
ひ
と
つ
の
解
釈
と
し
て
あ
る
程
度
確
立
し

（
９
）

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
１
）
樋
口
一
彦
「
国
際
人
道
法
に
関
す
る
一
九
七
七
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
追
加
議
定
書
と
日
本
」
『
琉
大
法
学
』
第
五
一
号
一
四
二
～
一
四
五
頁

（
２
）
橘
ロ
一
彦
「
一
九
七
七
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
週
Ⅷ
議
定
鱈
の
「
瞥
趨
化
」
－
１
作
成
か
ら
二
五
年
後
の
評
価
ｌ
」
『
琉
大
法
学
』
第
六
九
号

（
３
）
嶋
本
学
「
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
鰭
条
約
追
加
蟻
定
欝
に
関
し
陸
上
自
衛
隊
が
行
う
べ
き
鍵
蘆
ｌ
ゲ
リ
ラ
・
コ
マ
ン
ド
ゥ
攻
撃
対
処
の
視
点
か
ら
ｌ
」

四
二
三
頁
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お
わ
り
に

（
９
）
こ
の
解
釈
が
「
今
日
で
は
国
際
的
に
も
一
般
的
に
な
っ
て
お
り
」
、
と
解
す
る
説
明
と
し
て
、
大
河
内
昭
博
「
ジ
ュ
ネ
１
ヴ
諸
条
約
第
１
追
加
議
定

書
／
第
２
追
加
議
定
書
」
『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
一
一
一
七
五
号
（
二
○
○
四
年
九
月
一
五
日
号
）
九
九
頁

（
８
）
樋
口
一
彦
。

第
四
五
号
参
照

（
７
）
樋
口
一
彦
二
九
七
七
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
追
加
議
定
書
の
留
保
、
宣
言
及
び
通
知
」
『
関
西
大
学
大
学
院
法
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
五
○
号
六
九

『
陸
戦
研
究
』
平
成
一
四
年
三
月
号
（
第
五
○
巻
・
第
五
八
二
号
）
一
四
頁

（
４
）
詳
し
く
は
、
樋
口
一
彦
二
九
七
七
年
ジ
ュ
ネ
１
ヴ
諸
条
約
第
一
追
加
議
定
書
に
お
け
る
戦
闘
員
の
資
格
（
二
．
完
）
」
『
関
西
大
学
大
学
院
法
学

ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
四
五
号
五
○
～
五
五
頁
参
照

（
５
）
諸
国
の
留
保
・
解
釈
宣
言
に
つ
い
て
は
、
樋
口
一
彦
「
一
九
七
七
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
追
加
議
定
書
の
留
保
、
宣
言
及
び
通
知
」
『
関
西
大
学
大

学
院
法
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
五
○
号
、
ロ
⑪
三
・
房
、
言
昌
一
・
『
自
二
］
国
ご
ョ
圏
（
巳
ぃ
・
）
》
二
・
ト
唇
量
・
量
ミ
ミ
ロ
ミ
ミ
§
記
・
巨
弓
巴
三
・
Ｐ
（
ｚ
旨
・
黛

巴
三
）
弓
・
剴
召
‐
辱
戻
・
巨
目
］
丙
・
冨
冒
冒
已
丙
一
ｓ
：
。
臣
⑰
｜
ヨ
（
２
ｍ
）
・
ロ
）
。
§
§
陰
。
ご
ｓ
・
ト
図
爵
・
菖
曾
三
一
ａ
巴
三
○
二
（
○
号
ａ
己
・
Ｐ
ｇ
ｇ
）

弓
・
←
８
‐
吻
戸
及
び
冒
亘
ご
昌
目
巴
訂
鳥
毛
・
三
句
宛
＆
Ｑ
§
各
号
参
照

（
６
）
他
方
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
と
す
る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
諸
国
等
に
あ
る
櫻
慶
共
通
す
る
寛
寳
を
「
１
人
う
回
の
解
釈
宣
言
以
外
で
は
Ｉ

今
回
の
わ
が
国
の
追
加
議
定
書
加
入
は
、
国
際
人
道
法
の
整
備
に
つ
い
て
、
戦
後
初
め
て
自
覚
的
に
取
り
組
ん
だ
結
果
と
い
っ
て
も

頁

共
有
し
て
い
な
い
。九
七
七
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
第
一
追
加
議
定
書
に
お
け
る
戦
闘
員
の
資
格
（
二
．
完
）
」
『
関
西
大
学
大
学
院
法
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
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（
１
）

過
一
言
ロ
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
国
会
で
の
承
認
で
は
他
の
有
事
法
関
連
の
法
整
備
と
あ
わ
せ
て
一
○
案
件
を
一
括
し
て
議
題
と
さ
れ

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
十
分
な
審
議
・
検
討
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
き
わ
め
て
残
念
な
こ
と
あ
る
。

国
際
人
道
法
の
実
施
は
、
単
に
法
的
な
整
備
を
行
え
ば
十
分
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
日
常
的
な
適
用
が
な
さ
れ
る
法
分
野

で
は
な
い
だ
け
に
、
そ
れ
だ
け
日
常
か
ら
の
周
知
が
意
識
的
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
条
約
の
周
知
義
務
に
つ
い
て
は
一
九
四

（
２
）

九
年
諸
条
約
第
四
七
・
四
八
・
一
二
七
・
一
四
四
条
、
第
一
議
定
書
第
八
一
一
一
条
、
第
一
一
議
定
書
第
一
九
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
追
加

識
定
書
の
加
入
に
つ
い
て
は
国
会
承
認
に
反
対
す
る
議
員
が
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
規
定
を
周
知
さ
せ
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
政
治
的
な
困
難
さ
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。
国
際
人
道
法
の
整
備
・
周
知
が
タ
ブ
ー
視
さ
れ
る
時
代
が
よ
う
や
く
終
わ
っ
た

こ
と
の
意
義
は
大
き
い
が
、
そ
の
周
知
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
日
本
は
今
回
の
追
加
議
定
書
加
入
に
際

（
３
）

し
て
第
一
議
定
書
第
九
○
条
に
基
づ
く
国
際
事
実
調
査
委
員
会
の
権
限
を
認
め
る
一
旦
言
を
行
っ
て
い
る
。
上
述
の
よ
う
に
、
こ
の
制
度

の
導
入
に
お
い
て
は
日
本
が
大
い
に
貢
献
し
た
の
で
あ
り
、
こ
の
議
定
書
の
履
行
を
確
保
す
る
上
で
こ
の
委
員
会
及
び
宣
言
の
価
値
は

（
４
）
（
５
）

大
き
い
。

国
際
人
道
法
の
整
備
は
武
力
紛
争
が
生
じ
た
と
き
の
対
応
と
し
て
必
要
で
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
よ
う
な
事
態
を
生
じ
さ
せ
な

い
努
力
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
両
者
は
、
ど
ち
ら
か
一
方
が
あ
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
両
方
と

も
必
要
な
の
で
あ
る
。
武
力
紛
争
の
生
じ
る
事
態
に
至
ら
な
い
た
め
の
政
治
的
・
法
的
取
り
組
み
の
重
要
性
は
、
い
く
ら
強
調
し
て
も

強
調
し
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、
国
際
人
道
法
の
国
際
法
上
国
内
法
上
の
整
備
は
そ
れ
自
体
と
し
て
必
要
な

の
で
あ
り
、
国
際
紛
争
の
平
和
的
解
決
と
な
ん
ら
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。

（
１
）
戦
闘
期
の
日
本
の
実
行
に
つ
い
て
藤
田
久
一
「
戦
争
法
か
ら
人
適
法
へ
ｌ
戦
闘
Ⅷ
日
本
の
「
実
行
」
」
鬮
臓
法
学
会
編
『
日
本
と
鬮
鬮
法
の
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一
○
○
年
第
川
巻
安
全
保
障
』
（
二
○
○
一
年
、
三
省
堂
）
参
照
。

（
２
）
今
回
の
国
会
審
鑑
の
中
で
こ
の
周
知
義
務
に
つ
い
て
の
質
問
も
な
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
対
す
る
政
府
の
答
弁
に
は
具
体
的
な
内
容
は
含
ま
れ
て
い

な
か
っ
た
。
（
江
崎
（
洋
）
委
員
の
質
問
に
対
す
る
国
務
大
臣
（
事
態
対
処
法
制
担
当
）
井
上
喜
一
の
答
弁
（
第
一
五
九
回
国
会
衆
議
院
武
力

攻
撃
事
態
等
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
委
員
会
会
議
録
第
五
号
）

（
３
）
「
外
務
省
告
示
第
五
七
九
号
」
『
官
報
（
号
外
）
』
平
成
十
六
年
九
月
三
日
六
六
頁

（
４
）
こ
の
国
際
事
実
調
査
委
員
会
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
竹
本
正
幸
「
国
際
人
道
法
と
国
際
事
実
調
査
委
員
会
（
一
）
（
二
）
」
『
関
西
大
学
法
学
論
集
』

第
二
八
巻
第
一
号
・
第
二
号
号
参
照
。

（
５
）
す
で
に
六
七
か
国
が
こ
の
第
九
○
条
の
宣
言
を
行
っ
て
い
る
（
二
○
○
四
年
五
月
二
四
日
現
在
）
．
（
三
百
三
二
二
』
三
丘
・
・
逼
句
三
・
一
目
。
・
一
・
ｍ
一
旦
・
二
目
一
）


